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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】
 
平成22年３月26日に提出した有価証券届出書（平成22年４月22日、４月28日、４月30日および５月14日に提出し
た有価証券届出書の訂正届出書により訂正済み）の記載事項のうち、未定事項が決定され、また記載の一部に変更
が生じましたので、本訂正届出書を提出するものであります。
 
 

２【訂正の内容】
 

訂正箇所は下線で示されている。

 

第一部【証券情報】

第１【募集債券に関する基本事項】

 

２【募集要項】
 
元本削減債
 
＜訂正前＞

債券の名称
アルゼンチン共和国元本削減債（2010）

（「元本削減債」または「2010年元本削減債」）(注1)

記名・無記名の別 無　記　名　式 券面総額
165億5,406万1,000円

(注2、3および4)

各債券の金額 1,000円またはその整数倍発行価格
額面33.7円につき

金100円(注4)

発行価格の総額
491億2,184万6,000円

(注2、3および4)
利　率 下記(注5)参照

償還期限
2033年12月31日

(注6)
申込期間

2010年５月７日から

2010年６月７日まで

 (注4(a)、(e)および(f))

申込証拠金 下記(注4)参照 払込期日
2010年８月２日

(注4(f))

申込取扱場所 アルゼンチン共和国大使館(注4(g)、(h)および(i))

 
＜中　略＞

 
（注4）

 
＜中　略＞

 
(b)　2005年対象証券の提供による申込みに対する対価

 
＜中　略＞

 
(ii)　2005年対象証券の提供による申込みに対する対価（注）

 
＜中　略＞

 
「2005年元本削減債取引価格」とは、前期申込期限の翌々営業日の午後３時頃（ニューヨーク
市時間）において、2005年元本削減債の各シリーズについて、グローバル交換代理人が2005年対
象証券価格決定手続を用いて計算する、2005年元本削減債の取引価格（小数点表示）をいう。

 
＜中　略＞

 
米ドル当たり日本円の「2010年為替レート」は、ブルームバーグ・ページTKC1で報じた買手側価
格に基づき、またはブルームバーグが利用可能でないまたは明らかに誤っている場合、前期申込
期限の翌営業日である2010年５月13日午前11時頃（ニューヨーク市時間）に、またはその後可及
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的速やかに、インターナショナル・ジョイント・ディーラー・マネージャーがその単独かつ完全
な裁量において選定したいずれかの広く知られた気配値の提供元に基づきインターナショナル
・ジョイント・ディーラー・マネージャーにより決定される。ただし、アルゼンチンが本エクス
チェンジ・オファーをその前に終了している場合はこの限りでない。当該レートは、四捨五入に
より少数第４位まで求める。当該日を「為替レート決定日」という。アルゼンチンは、前期申込期
間の延長を含むいかなる理由でも為替レート決定日を延期することができる。
 

＜中　略＞
 
（注7）

 
＜中　略＞

 
「2017年グローバル債発行価格」とは、キャッシュ・オファリングで販売される2017年に満期を迎え
るグローバル債の（小数で表示される）発行価格、またはアルゼンチンが同時に行われるキャッシュ
・オファリングにおいて2017年満期のグローバル債券を販売せず、財務条件を放棄する場合、2017年グ
ローバル債割引率を用いて前期決済期日まで割引かれた、アルゼンチンによる2017年グローバル債の
すべての予定された利息および元本支払いの現在価値の合計の計算により算出された（必要な場合、
小数点第５位を四捨五入する。）2017年グローバル債の（小数で表示される）価格を指す。

 
＜後　略＞
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＜訂正後＞

債券の名称
アルゼンチン共和国元本削減債（2010）

（「元本削減債」または「2010年元本削減債」）(注1)

記名・無記名の別 無　記　名　式 券面総額
165億5,406万1,000円

(注2、3および4)

各債券の金額 1,000円またはその整数倍発行価格
額面33.7円につき

金100円(注4)

発行価格の総額
491億2,184万6,000円

(注2、3および4)
利　率 下記(注5)参照

償還期限
2033年12月31日

(注6)
申込期間

2010年５月７日から

2010年６月22日まで

 (注4(a)、(e)および(f))

申込証拠金 下記(注4)参照 払込期日
2010年８月11日

(注4(f))

申込取扱場所 アルゼンチン共和国大使館(注4(g)、(h)および(i))

 
＜中　略＞

 
（注4）

 
＜中　略＞

 
(b)　2005年対象証券の提供による申込みに対する対価

 
＜中　略＞

 
(ii)　2005年対象証券の提供による申込みに対する対価（注）

 
＜中　略＞

 
「2005年元本削減債取引価格」とは、前期申込期限の翌々営業日の午後３時頃（ニューヨーク
市時間）において、2005年元本削減債の各シリーズについて、グローバル交換代理人が2005年対
象証券価格決定手続を用いて計算する、2005年元本削減債の取引価格（小数点表示）をいう。
「2005年元本削減債取引価格」は、65.39％である。
 

＜中　略＞
 
米ドル当たり日本円の「2010年為替レート」は、ブルームバーグ・ページTKC1で報じた買手側価
格に基づき、またはブルームバーグが利用可能でないまたは明らかに誤っている場合、前期申込
期限の翌営業日である2010年５月13日午前11時頃（ニューヨーク市時間）に、またはその後可及
的速やかに、インターナショナル・ジョイント・ディーラー・マネージャーがその単独かつ完全
な裁量において選定したいずれかの広く知られた気配値の提供元に基づきインターナショナル
・ジョイント・ディーラー・マネージャーにより決定される。ただし、アルゼンチンが本エクス
チェンジ・オファーをその前に終了している場合はこの限りでない。当該レートは、四捨五入に
より少数第４位まで求める。当該日を「為替レート決定日」という。アルゼンチンは、前期申込期
間の延長を含むいかなる理由でも為替レート決定日を延期することができる。米ドル・日本円の
「2010年為替レート」は、１米ドル当たり92.595円である。
 

＜中　略＞
 
（注7）

 
＜中　略＞

 
「2017年グローバル債発行価格」とは、キャッシュ・オファリングで販売される2017年に満期を迎え
るグローバル債の（小数で表示される）発行価格、またはアルゼンチンが同時に行われるキャッシュ
・オファリングにおいて2017年満期のグローバル債券を販売せず、財務条件を放棄する場合、2017年グ
ローバル債割引率を用いて前期決済期日まで割引かれた、アルゼンチンによる2017年グローバル債の
すべての予定された利息および元本支払いの現在価値の合計の計算により算出された（必要な場合、
小数点第５位を四捨五入する。）2017年グローバル債の（小数で表示される）価格を指す。「2017年グ
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ローバル債発行価格」は、90.11％である。
 

＜後　略＞
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2017年グローバル債
 
＜訂正前＞

債券の名称
アルゼンチン共和国米ドル建2017年グローバル債

（「2017年グローバル債」または「米ドル建2017年グローバル債」）(注1)

記名・無記名の別 記　名　式 券面総額
5,557,511米ドル

(注2、3および4)

各債券の金額
１米ドルまたは

その整数倍
発行価格 下記(注4)参照

発行価格の総額
5,557,511米ドル

(注2、3および4)
利　率 年8.75％

償還期限 下記(注5)参照 申込期間

2010年５月７日から

2010年６月７日まで

 (注4(a)、(c)および(d))

申込証拠金 下記(注4)参照 払込期日
2010年８月２日

(注4(d))

申込取扱場所 アルゼンチン共和国大使館(注4(e)、(f)および(g))

 
＜中　略＞

 
（注5）2017年グローバル債は、2017年グローバル債満期日に額面金額で償還される。アルゼンチンは、2017年

グローバル債満期日を前期発表日に発表する。2017年グローバル債満期日は、前期決済期日の７年目の
応答日頃である。

 
 
＜訂正後＞

債券の名称
アルゼンチン共和国米ドル建2017年グローバル債

（「2017年グローバル債」または「米ドル建2017年グローバル債」）(注1)

記名・無記名の別 記　名　式 券面総額
5,557,511米ドル

(注2、3および4)

各債券の金額
１米ドルまたは

その整数倍
発行価格 下記(注4)参照

発行価格の総額
5,557,511米ドル

(注2、3および4)
利　率 年8.75％

償還期限
2017年６月２日

(注5)
申込期間

2010年５月７日から

2010年６月22日まで

 (注4(a)、(c)および(d))

申込証拠金 下記(注4)参照 払込期日
2010年８月11日

(注4(d))

申込取扱場所 アルゼンチン共和国大使館(注4(e)、(f)および(g))

 
＜中　略＞

 
（注5）2017年グローバル債は、2017年グローバル債満期日に額面金額で償還される。アルゼンチンは、2017年

グローバル債満期日を前期発表日に発表する。2017年グローバル債満期日は、2017年６月２日である。
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元本維持債
 
＜訂正前＞

債券の名称
アルゼンチン共和国元本維持債(2010)

（「元本維持債」または「2010年元本維持債」）(注1)

記名・無記名の別 無　記　名　式 券面総額
491億2,184万6,000円

(注2、3および4)

各債券の金額 1,000円またはその整数倍 発行価格
額面100円

につき100円(注4)

発行価格の総額
491億2,184万6,000円

(注2、3および4)
利　率 下記(注5)参照

償還期限
2038年12月31日

(注6)
申込期間

2010年５月７日から

2010年６月７日まで

(注4(d))

申込証拠金 下記(注4)参照 払込期日 2010年８月２日(注4(ｄ))

申込取扱場所 アルゼンチン共和国大使館(注4(e)、(f)および(g))

 
＜後　略＞

 
 
＜訂正後＞

債券の名称
アルゼンチン共和国元本維持債(2010)

（「元本維持債」または「2010年元本維持債」）(注1)

記名・無記名の別 無　記　名　式 券面総額
491億2,184万6,000円

(注2、3および4)

各債券の金額 1,000円またはその整数倍 発行価格
額面100円

につき100円(注4)

発行価格の総額
491億2,184万6,000円

(注2、3および4)
利　率 下記(注5)参照

償還期限
2038年12月31日

(注6)
申込期間

2010年５月７日から

2010年６月22日まで

(注4(d))

申込証拠金 下記(注4)参照 払込期日 2010年８月11日(注4(ｄ))

申込取扱場所 アルゼンチン共和国大使館(注4(e)、(f)および(g))

 
＜後　略＞

 

EDINET提出書類

アルゼンチン共和国(E06011)

訂正有価証券届出書（通常方式）

 7/10



募集日程、元本維持債オプションの割当ならびに交換手続き
 
（１）募集日程（以下の日程は、その他の法域における規制上の進展具合により変更されることがある。）
 
＜訂正前＞
 

＜前　略＞
 

2010年５月７日以降2010年６月７日まで
　申込期間（延長される場合または早期に終了される場合を除く。）
 
アルゼンチンが本書に記載の通り、本エクスチェンジ・オファーを延長しまたは早期に終了する場合を除き、本
エクスチェンジ・オファーは以下の期間に参加可能である。この期間を「申込期間」（あるいは「提出期間」）
という。対象証券の申込みを行う申込者は、本書に記載される交換申込書を交付することまたは交付の指示を行う
ことにより申し込むことが出来る。交換申込書が提出された場合、本書に記載される一定の場合を除き、申込みを
取消すことはできない。
アルゼンチンは申込期間を２つの期間、すなわち、申込期間の最初の６営業日（延長される場合を除く。）から
なる前期申込期間と、申込期間の残りの日からなる後期申込期間に分けている。元本削減債オプションを選択する
大口債権者で対価合計の受領を希望する申込者である場合、2010年５月14日（前期申込期間が延長される場合を
除く。）の午後５時（ニューヨーク市時間）までにその正しく記載された交換申込書が、申込取扱者において受領
されなければならない。この日および時間を「前期申込期限」という。
本項および別途の記載が無い限り本書の他の箇所においても「大口債権者」とは、その提供するすべてのシ
リーズの対象証券の元本残高が、合計で、開始時の為替レート（FX Rates Launch）を用いた1,000,000米ドルまた
はその他の通貨での相当額と同等であるまたはそれを上回る申込者であり、「小口債権者」とは、大口債権者でな
い申込者のことである。

 
＜中　略＞

 
2010年６月７日午後５時（ニューヨーク市時間）
期間満了（申込期間が延長される場合または早期に終了される場合を除く。）
 
本書に記載の通りに、アルゼンチンが申込期間を延長するかまたは本エクスチェンジ・オファーを早期に終了

していない場合、申込期間は終了し、本エクスチェンジ・オファーは終了する。この日の後は、申込者は申込みを行
うことはできない。この日を「期間満了日」という。
 
2010年６月８日午後３時頃またはそれ以降可及的速やかに（ニューヨーク市時間）
2005年元本維持債取引価格の算定（延長される場合を除く。）
 
交換代理人は、2005年元本維持債取引価格を算定する。

 
2010年６月15日午後６時頃またはそれ以降可及的に速やかに（ニューヨーク市時間）
最終発表（延期される場合または申込期間が延長される場合もしくは早期に終了される場合を除く。）
 
本エクスチェンジ・オファーを早期に終了させていない限り、アルゼンチンは、最終決済期日（下記に定義され

る。）に発行される本債券の各シリーズの元本総額および元本維持債オプションを選択する申込者に適用される
按分比例についての詳細を含む本エクスチェンジ・オファーの最終結果を発表する。この期日を、「最終発表日」
という。最終発表日は、申込期間が延長される場合を含む何らかの理由をもって、アルゼンチンにより延期される
可能性がある。
 
アルゼンチンはまた、2005年元本維持債取引価格ならびに元本維持債オプションに基づく2005年前対象証券ま
たは2005年対象証券の交換の際に交付される対価の対象証券の対象金額の確定的算定値（100,000円またはその
他の金額当たり）（切捨てがありうる。）を発表する。
 
2010年８月２日頃またはそれ以降可及的に速やかに
最終決済（延期される場合または申込期間が延長される場合もしくは早期に終了される場合を除く。）
 

＜後　略＞

 

 
＜訂正後＞
 

＜前　略＞
 

2010年５月７日以降2010年６月22日まで
　申込期間（延長される場合または早期に終了される場合を除く。）
 
アルゼンチンが本書に記載の通り、本エクスチェンジ・オファーを延長しまたは早期に終了する場合を除き、本
エクスチェンジ・オファーは以下の期間に参加可能である。この期間を「申込期間」（あるいは「提出期間」）
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という。対象証券の申込みを行う申込者は、本書に記載される交換申込書を交付することまたは交付の指示を行う
ことにより申し込むことが出来る。交換申込書が提出された場合、本書に記載される一定の場合を除き、申込みを
取消すことはできない。
アルゼンチンは申込期間を２つの期間、すなわち、申込期間の最初の６営業日（延長される場合を除く。）から
なる前期申込期間と、申込期間の残りの日からなる後期申込期間に分けている。元本削減債オプションを選択する
大口債権者で対価合計の受領を希望する申込者である場合、2010年５月14日（前期申込期間が延長される場合を
除く。）の午後５時（ニューヨーク市時間）までにその正しく記載された交換申込書が、申込取扱者において受領
されなければならない。この日および時間を「前期申込期限」という。
本項および別途の記載が無い限り本書の他の箇所においても「大口債権者」とは、その提供するすべてのシ
リーズの対象証券の元本残高が、合計で、開始時の為替レート（FX Rates Launch）を用いた1,000,000米ドルまた
はその他の通貨での相当額と同等であるまたはそれを上回る申込者であり、「小口債権者」とは、大口債権者でな
い申込者のことである。

 
＜中　略＞

 
2010年６月22日午後５時（ニューヨーク市時間）
期間満了（申込期間が延長される場合または早期に終了される場合を除く。）
 
本書に記載の通りに、アルゼンチンが申込期間を延長するかまたは本エクスチェンジ・オファーを早期に終了

していない場合、申込期間は終了し、本エクスチェンジ・オファーは終了する。この日の後は、申込者は申込みを行
うことはできない。この日を「期間満了日」という。
 
2010年６月23日午後３時頃またはそれ以降可及的速やかに（ニューヨーク市時間）
2005年元本維持債取引価格の算定（延長される場合を除く。）
 
交換代理人は、2005年元本維持債取引価格を算定する。

 
2010年６月30日午後６時頃またはそれ以降可及的に速やかに（ニューヨーク市時間）
最終発表（延期される場合または申込期間が延長される場合もしくは早期に終了される場合を除く。）
 
本エクスチェンジ・オファーを早期に終了させていない限り、アルゼンチンは、最終決済期日（下記に定義され

る。）に発行される本債券の各シリーズの元本総額および元本維持債オプションを選択する申込者に適用される
按分比例についての詳細を含む本エクスチェンジ・オファーの最終結果を発表する。この期日を、「最終発表日」
という。最終発表日は、申込期間が延長される場合を含む何らかの理由をもって、アルゼンチンにより延期される
可能性がある。
 
アルゼンチンはまた、2005年元本維持債取引価格ならびに元本維持債オプションに基づく2005年前対象証券ま
たは2005年対象証券の交換の際に交付される対価の対象証券の対象金額の確定的算定値（100,000円またはその
他の金額当たり）（切捨てがありうる。）を発表する。
 
2010年８月11日頃またはそれ以降可及的に速やかに
最終決済（延期される場合または申込期間が延長される場合もしくは早期に終了される場合を除く。）
 

＜後　略＞

 

 

≪2017年グローバル債≫

３【利息支払の方法】
 
＜訂正前＞
 
2017年グローバル債は、１年を１か月30日の12か月からなる360日とする日割計算に基づき、年率8.75％で利息が
発生する。2017年グローバル債の利息は、前期決済期日（当日を含む。）から2017年グローバル債満期日（当日を含
まない。）まで発生し、半年ごとに後払いされる。2017年グローバル債の利息のすべては、各利払日において現金によ
り支払われる。
アルゼンチンは、2017年グローバル債の利払日を前期発表日に発表する。最初のかかる利払日は、前期決済期日か
ら約６か月後である。
 
 
＜訂正後＞
 
2017年グローバル債は、１年を１か月30日の12か月からなる360日とする日割計算に基づき、年率8.75％で利息が
発生する。2017年グローバル債の利息は、前期決済期日（当日を含む。）から2017年グローバル債満期日（当日を含
まない。）まで発生し、半年ごとに後払いされる。2017年グローバル債の利息のすべては、各利払日において現金によ
り支払われる。
アルゼンチンは、2017年グローバル債の利払日を前期発表日に発表する。利払日は2010年12月２日に開始し、毎年
６月２日および12月２日である。
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４【償還の方法】
 
＜訂正前＞
 
（１）2017年グローバル債は、2017年グローバル債満期日に額面金額で償還される。

アルゼンチンは、2017年グローバル債満期日を前期発表日に発表する。2017年グローバル債満期日は、前期決
済期日の７年目の応答日頃である。

 

＜後　略＞

 
 
＜訂正後＞
 
（１）2017年グローバル債は、2017年グローバル債満期日に額面金額で償還される。

アルゼンチンは、2017年グローバル債満期日を前期発表日に発表する。2017年グローバル債満期日は、2017年
６月２日である。

 

＜後　略＞
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